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研究成果の概要（和文）：西洋中世社会では、書簡（手紙）が、社会的関係を取り結ぶだけでなく、社会の仕組
みを維持していくうえで制度からではわからないような重要な日常的機能を担っていたことを、オリジナルの書
簡史料から明らかにした。書簡が担った機能を明らかにするためには、日本中世社会研究を比較の視座から参照
しつつ、刊本からだけではわからないような、オリジナルの書簡史料の材質や形態、文字の形や配置、折り方な
どに関する研究の蓄積や、それら書簡が実際にどのような場で用いられたのかを同時に研究していくことが必要
である。

研究成果の概要（英文）：Letters and correspondence were used daily for important procedures of 
political, economic and social life of medieval European society. When we see original manuscript 
letters’ handwriting, form, size and folding method and signature as well as the social context of 
the letter, we can understand more deeply how medieval society went on its own way by using letters 
as a communication tool. The historical study of Japanese medieval letter-writings will contribute 
to the study of European medieval letter-writings and communication.

研究分野：西洋中世史

キーワード： 西洋史　中近世史　書簡　史料論　コミュニケーション　イギリス史

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
社会の仕組みがどのように機能しているのかは、制度からだけではわからない。具体的に社会を円滑に回してい
くためのさまざまな仕組みを過去の社会にさかのぼって理解することは、現代社会をより豊かに生きてゆくこと
に通じる。書簡が持った可能性を明らかにし、それを通じて西洋中世社会の理解を深めることは、我々の社会の
可能性を広げてくれるだろう。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
書簡というと、個人間の私的なやりとりを思い浮かべるかもしれないが、実は射程は広い。
コミュニケーションの視点から考えると、文書資料の多くはそのツールとして生み出され、使
用され、そして写されたり編纂されたりあるいはそのまま保存されたりして利用され、今の我々
の手元に残されている。発信者と受信者のあいだで、一定の効力を持った文字によるコミュニ
ケーションツールとしてみれば、我々が歴史学で扱ってきた文書資料の多くが書簡に含まれる。
逆に言えば、従来、書簡とされてきた資料のなかには、個人間のやりとりを超えて社会の中で
一定の機能を果たしていたものも多く含まれていることになる。このように書簡資料は、ある
力を持ち作用するベクトルとして考えるほうが歴史学の資料として有用である。また何らかの
力や意味を持つということは、発信者と受信者との間で、その意味や効力について共通の理解
があることが前提になる。書簡の内容だけでなく、それらが機能する背景となる文化について
も、考える必要がある資料といえる。 
 
２．研究の目的 
 
 このような前提に立って、本研究課題では、政治的・社会的行動にかかわるある固有の意思
の伝達媒体としての書簡に着目することとした。中世西欧社会において書簡が担った政治的機
能を具体的に明らかにすることで、その機能を成り立たせていた背景に複層的に迫ることを試
みた。 
さらに広義の目的として掲げたことは、中・近世西欧のコミュニケーションツールとしての
「書簡」を対象に、非文字・文字双方による重層的な「情報」のやりとりの具体相を総合的に
検討することで、中世文書史料研究と中世コミュニケーション研究とを橋渡ししたいというこ
とであった。「書簡」形式の文書を広く対象とし、それらが行政・法・宗教など多岐にわたる側
面で担った機能を、それぞれの「書簡」が機能した場における儀礼やオーラルな情報伝達とと
もに着目することによって、（１）文書史料研究と非文字コミュニケーション研究との間隙を埋
め、（２）「リテラシー」「通信手段」「儀礼」など、従来別個に論じられる傾向のあった、中世
コミュニケーションの諸問題を総合的に考えてゆく、新たな方向性を探ることであった。 
 
３．研究の方法 
 
本研究課題では、文書形式上、差出側（書き手）と受け取り側を持つ書簡の形態をとってい
る文書をすべて「書簡」として広義に理解し、また近世における「書簡」を視点に加えること
で比較研究の広がりを目指した。中世初期の告知文書（ノティフィケーション）や証書、書状
（リット）なども広義の「書簡」に含まれ、行政上の役職任命や国王の命令を伝えるものとし
て、国王の行政文書の多くは「書簡」と理解することができる。宣告、断罪、保証や証明を与
えるもの、信任状、任命書、会計や業務上の報告書、請願書、誓願状、司教文書、教皇勅書、
贖宥状、家政会計記録、商業通信文、家の書、年代記など多岐にわたりさまざまな機能を広義
の「書簡」は果たしており、また「書簡」における公私の性格も中世においては明確に分化し
ていなかった。そこで本研究課題では、基本的には一般的に書簡とみなされてきたようないわ
ば狭義の書簡史料を対象としつつ、「書簡」形式の文書にも視野を広げ、それらが行政・法・宗
教など多岐にわたる側面で担った機能を、それぞれの「書簡」が機能した場における儀礼やオ
ーラルな情報伝達とともに着目することにした。以下に具体的に述べる。 
(1)これまでにも書簡と分類されてきた史料の、作成過程や形状などの形態、差出側と受け取り
側、儀礼や書簡が流通する文化空間などの諸機能を鑑みつつ、狭義の中世書簡の現存状況を調
査しそれを踏まえて分類作業を試みた。書簡史料に関して、これまでの研究では内容分析に終
始することが多く、その文脈では儀礼的挨拶やあいまいな内容の書簡は、むしろ書簡史料の限
界とみなされ切り捨てられてきた。しかし中世コミュニケーション研究の成果を踏まえるなら
ば、むしろ書簡が用いられた場面をも同時に研究対象とすることが必須であり、書簡内容だけ
でなく書簡をとりまく環境を視野に入れ総合的に分析した。 
(2)上述の狭義の書簡史料に関する分類作業をまとめたうえで、従来のような書簡史料本体の内
容分析のみに終始せず、それら書簡が機能した場を叙述するような他の史料群をも同時に用い
ての実証的研究を各参加者がそれぞれの個別のテーマに即して行った。 
(3)それらの個別実証研究で得られた成果をもとに、広義の「書簡」史料にも議論をひろげ研究
会やシンポジウムを通じて討論を行うことで、共同研究として、中世コミュニケーションの諸
問題を総合的に考えてゆくための新たな方向性に関する提言をまとめることを目指した。 
 
４．研究成果 
 
(1)西洋中近世における書簡とコミュニケーション関係文献データベース（英 950 件・独 450
件・仏 150 件、合計 1550 件）を作成した。 
(2)書簡コミュニケーション科研全体研究会を計８回開催した。例えば研究代表者は、『シーリ
ー家書簡集』のなかに、中世後期社会で現実に用いられていた商業技術の文書（書簡形式をと



ったインフォーマルな為替証書（bill of exchange）等）がタイムカプセルのように残されて
いることに着目し、ステープル商人家系がのこした「書簡」をもとに、それが機能し使われた
場とあわあせて内容を検討する試みをおこなった。その際、ハナムによる新しい刊本でも記載
がなくわからない史料形式上の特徴はどういう意味を持つのか（表左上下の印、中央の Jhesus、
印章以外に、裏面における屋号の印、折りたたみ方など）について討論し他の時代・地域にお
ける書簡史料と比較考察すべく意見を交換することで、改めて書簡史料論の必要性を浮き彫り
にした。分担者朝治による国王書簡の果たした独特な役割への着目、死者から生者への「書簡」
ともいえる、遺言に着目した分担者井内や上野の報告、教皇書簡に着目した連携研究者直江や
苑田の報告など新たな論点の発見があった。また、16世紀イスラーム世界におけるサファヴィ
ー朝とオスマン朝間の外交書簡の冒頭部形式と受取人称号から、両者の関係性の変遷を論じた
市川千乃報告は、外交書簡の書式を不相応に飾り立てる行為の背後に潜む意図を分析する重要
性を明らかにした。書簡で異なる称号を使い分ける政治的意味を探るもの（朝治報告）や、年
代記所収の書簡を分析の俎上にのせる試み（都築、吉武報告）、都市書簡（佐々井報告）やジェ
ントリ女性の書簡の特徴を析出するなど（古城報告）、書簡が担った西洋中近世固有の機能を明
らかにしようとする論点の共同研究が進展した。 
 (3)書簡史料に関する共通理解を得るための土台作りとして、中世フランス文書学と書簡につ
いての岡崎報告、日本中世の書簡体史料についての高橋報告を中心に、本科研研究会キックオ
フ・シンポジウム（2016 年 3月 5 日、於お茶の水女子大学）を行った。 
 (4)書簡史料データベースを完成させた。The National Archives, Public Record Office お
よび British Library 所蔵のイギリス中世後期に関する書簡マニュスクリプト（中世英語・フ
ランス語・ラテン語で書かれた手書き写本）のうち、実際に書簡としてやりとりされたオリジ
ナル史料を対象とし、それら史料所在番号・宛名・受取人名・日付・形状（縦横サイズ）・素材・
行数・内容と書式の特徴を調査し、それらをエクセルを利用してデータ入力し、データベース
を作成した。とりわけ Paston Letters の incoming letters（すなわち写しではなくやりとり
された実際の書簡史料であるもの）約 460 通について、Medieval Family Databese と連携して
書簡形状と内容の分析が可能なデータベースが完成した。  
(5)2016 年に行ったキックオフ・シンポジウムをまとめた報告書を 2017 年 2月に刊行した。本
科研研究の論点整理とともに、(1)で述べた関係文献データベースをこの報告書の付録書誌とし
て収録した。 
(6)成果を総括し提言へとつなげるべく、第 68 回日本西洋史学会大会（於 広島大学）で、「中
世ヨーロッパにおける書簡とコミュニケーション」と題し 2018 年 5月 20 日に小シンポジウム
を開催した。第一報告者（岡崎敦、研究協力者）は 、書簡資料をめぐる問題点と研究の現状に
ついて西欧中世史の立場から整理し問題提起を行い、フランス王文書体系のなかで「書簡体」
文書が担った機能について報告した、第二報告者（梁川洋子、研究協力者）は、イングランド
の中央行政システムが作り上げられつつあった 13 世紀に貴族の書簡が担った機能について報
告した。第三報告者（新井由紀夫、研究代表者）は、中世末に地域政治社会の担い手であった
ジェントリが王や貴族から受け取った書簡の機能について報告を行った。皆川卓はドイツ近世
史の立場から、高橋一樹は日本中世史の立場から、それぞれコメントを行った。政治的・社会
的行動にかかわるある固有の意思の伝達媒体としての書簡に着目し、中世西欧社会において書
簡が担った政治的機能を具体的に明らかにすることで、その機能を成り立たせていた背景に複
層的に迫った。コミュニケーションの視点から書簡の持つ機能に着目して、書簡のさまざまな
用いられ方を明らかにすることで、公的文書だけからではわからない、中世社会が実際にどの
ようにまわっていたのかを明らかにする
ことが可能になった。例えば、研究代表者
新井は、形式や形状の実際と書簡内容との
連関という面から分析し、貴族からジェン
トリ宛ての書簡には、1)国王書簡に類似し
たタイプのフォーマルな書簡、2)親しさや
近しさを強調するようなインフォーマル
な書式の書簡の 2つのタイプがみられ、相
手や場合に応じてうまく使い分けていた
ことを明らかにした。本研究によって、中
世の政治社会をより包括的に理解するた
めには、形状も含めた書簡、書状史料分析
が必要不可欠であることが明らかとなっ
た。                      ↑(From Duke of Norfolk, safe-conduct to the 
                       defenders of Caister, British Library, Add. 43489, f. 32.) 
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